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はじめに

推進計画の趣旨

今、府立高校は、国際化、情報化、高齢化などの社会の変化、生徒の個性化・多様

化の進行、生徒減少に伴う学校の小規模化など多くの課題に直面しています。こうし

た課題に対応するため、府立高校においては、これまで以上に多様で柔軟な教育シス

テムを築くとともに、高校としての適正な規模や配置を実現することが求められてい

ます。

また、２１世紀社会は、高度化、複雑化した社会をたくましく生き抜き、様々な分

野において主体的、創造的に活躍する人間を求めています。そのため各府立高校では、

創意工夫を生かした教育活動を展開して、生徒一人一人の個性と豊かな人間性をはぐ

くみ、自らの生き方や進路を主体的に切り開くことができる能力や態度を育成するこ

とが重要となっています。

府立高校改革推進計画は、こうした課題や社会の要請にこたえるため、今後実施す

る府立高校改革の基本的な考え方や施策の骨組みを示したものです。

推進計画策定までの経緯

平成12年５月、京都府教育委員会は、今後の府立学校の在り方や改善方策につい

て意見を求めるため、「府立学校の在り方懇話会」を設置しました。懇話会は、以後

約２年間の協議を経て、平成14年１月に最終の「まとめ」を発表しました。

また、京都府産業教育審議会においても、平成14年２月に、近年の我が国の情報

化の急速な進展への対応について「提言」を発表しました。

京都府教育委員会では、こうした「まとめ」や「提言」などを踏まえ、府立高校の

改革の観点を「中学生から選ばれる高校づくり・希望する高校を選べるシステムづく

り」及び「活力ある多様な教育活動が展開できる学校規模の適正化・適正配置」とし

てこれまで様々な検討を重ねてきました。今回の計画は、前者の観点に立った内容を

として、検討を重ねてきました。今回の計画は、第Ⅰ部として策定したものです。

前者の観点に立った内容を第Ⅰ部として策定したものです。

計画の策定に当たっては、平成14年12月に案を公表し、府内５会場で説明会を実

施するとともに広く府民の御意見を募集し、また、市町村教育委員会、校長会、

ＰＴＡなど教育関係団体の御意見もお聞きしました。京都府教育委員会では、寄せら

れた多数の御意見や御提案を踏まえ、更に検討を深め、この「府立高校改革推進計

画」を決定しました。
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推進計画の構成と計画の期間

この計画は、府民の期待にこたえる「新しい多様で柔軟な教育システムの構築」、

「創意工夫を生かした教育活動の展開」、「主体的な選択ができる入学者選抜制度へ

の改善」の３項目から構成されています。

なお、この計画に記された施策の実施に関する具体的な計画については、今後１０

年程度の間に複数回に分けて別途策定していくこととしています。

また、「活力ある多様な教育活動が展開できる学校規模の適正化・適正配置」を観

点とした計画については、引き続き検討を進め、改めて公表する予定です。


